
令和 7年度 第 1回 横須賀市観光振興推進委員会 議事録 

1. 日時 

令和 7年８月５日（火）15：00～17：00 

2. 場所 

横須賀市立勤労福祉会館 ３階 第三会議室 

 

【議事概要】 

• 観光客数と目標設定 

横須賀市の観光客数は、目標だった 1,000万人を達成し、今後は「数の問題だけではなく」、質的な

転換を考えるべきである。 

第 2期の目標値について、観光客数と観光消費額は、過去 8年間の実績や物価上昇を考慮する

と、より野心的な目標を設定しても良いのではないか。 

• 戦略とコンテンツ 

第 1期計画の「観光の魅力をつくる、観光需要を獲得する、受け入れ環境をきちんと整備する、観光

情報をちゃんと発信する、広域連携を推進する、推進主体を強化する」という基本戦略項目は評価でき

るため、何らかの形で残してほしい。 

戦略が５ページしかないというのは少し少ない気がする。また、市民へのメッセージという意味を含め

てわかりやすい言葉で伝えるべきかと思う。 

観光振興の目的として、横須賀のブランド力を高め、地域住民が誇りを持てるようにすることが重要

である。 

「食」に関する記載が少ないため、三浦半島全体の食、特に生鮮野菜を中心に横須賀がまとめてアピ

ールし、食文化も戦略に含めるべきである。 

インバウンド（訪日外国人観光客）誘致に力を入れるべきで、旧軍港四市（横須賀、呉、佐世保、舞

鶴）だと、米軍基地や自衛隊基地、自然を活かした戦略を立ててはどうか。 

• ターゲットとプロモーション 

初めて訪れる観光客（4割）だけでなく、リピーターを増やすための施策の方が容易であり重要ではな

いか。 

女性や若者をターゲットとする施策で成果が出ているのであれば、その要因を分析し、さらに伸ばし

ていくべきである。若年層（特に 20代女性）が多く訪れる猿島などについては、訪問目的や満足度を分

析すべきである。 

メディアを活用したブランディングを強化し、「横須賀でどんな体験ができるか、どういう画が浮かぶ

か」というイメージを明確に伝える必要がある。 

• 受け入れ体制とデータ活用 



観光客の満足度を高めるためには、地元住民や事業者といったインターフェース部分の質の良さみ

たいなものを何か行政が支援したり、事業者がそれを努力するといったことも必要だと思う。 

横須賀のブランド力というものをデータの形でみえるようにできないか。 

市民が観光振興に良い影響を感じ、誇りに思うというのが大事。市民の観光振興に対する認知度を

重要な指標として捉えるべきである。 

事業者が観光振興をすることでいい影響を受け、「自分たちもやろう」と思えるような流れを作るという

戦略が必要がある。 

観光客が市内のどこをどのように移動しているかといったデータを収集すべきである。 

鉄道会社とデータを共有し、施策を検討していくと良い。 

一つの拠点と拠点との繋がりがデータであんまり出てこないといのは、裏にはアクセスの悪さが原因

にあると思う。 

• 委員会運営 

委員会のメンバーが男性ばかりであることに違和感がある。特に、20代・30代の女性やファミリー層

をターゲットにしているため、女性委員やファミリー層の視点を持つ委員の意見を取り入れるべきであ

る。 

富裕層向けの観光も視野に入れるのであれば、富裕層観光に詳しい人物を委員に入れるべきであ

る。 

 

 

以上 

 


